
令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 書 

          法人の名称 特定非営利活動法人メンタルヘルス共創拠点ピアウェル 

 

１ 事業方針 

令和８年度は、設立初年度に整えた法人運営の基盤を活かし、地域交流事業、ピアサポータ

ー育成事業、調査・研究及び政策提言に関する事業を本格的に進める。地域交流事業では、

しんくのよばなし会、ピアウェルミーティング、講演会等を通じて、精神的な困難や生きづ

らさを抱える人々をはじめ、多様な立場の人が出会い、語り合える機会を継続して設ける。 

ピアサポーター育成事業では、つむぐ WRAP及びピアサポーター講座を実施し、ピアサポート

やリカバリーについて学ぶ機会を提供するとともに、ファシリテーターが実践経験を積む機

会をつくる。調査・研究及び政策提言に関する事業では、共同意思決定（SDM）及び精神疾患

の経験がある人の経験知に関する研究に取り組み、今後の実践や政策提言につながる基盤づ

くりを進める。 

 

２ 事業内容 

（１）特定非営利活動に係る事業 

① 地域交流事業 

・内容 しんくのよばなし会、ピアウェルミーティング、講演会等を実施し、精神的な困

難や生きづらさを抱える人々をはじめ、多様な立場の人が出会い、語り合う機会

を設ける。しんくのよばなし会は、夜に誰かと話したい人や、人とのつながりを

求める人が参加できるオンラインの交流の場として、毎月開催する。テーマを設

けながらも、参加者が自分のペースで話したり、他の人の話を聞いたりできる場

とする。ピアウェルミーティングは、奇数月に開催する。日々の暮らしの中で感

じる困りごとや問いについて、テーマを決めて語り合う場とし、答えを出すこと

よりも、他の人の話を聞きながら見方や考え方に触れる機会とする。講演会は、

メンタルヘルス、障害福祉、ピアサポート等に関するテーマで年２回程度実施す

る。設立１周年記念の講演会は無料で実施し、もう１回の講演会については、会

員無料、非会員は参加費を設定して実施する。 

・日時 しんくのよばなし会 令和８年４月から令和９年３月まで毎月 

ピアウェルミーティング 令和８年５月、７月、９月、１１月、令和９年１月、 

３月 

講演会 年２回程度 

・場所 横浜市内及びオンライン 

・従事者人員 ６人 

・受益対象者 精神的な困難や生きづらさを抱える人々、家族、支援者、地域住民等 延

べ約２００人 

・支出見込額 活動予算書に記載のとおり 

 

② ピアサポーター育成事業 

・内容 つむぐ WRAP 及びピアサポーター講座を実施し、ピアサポートやリカバリーにつ

いて学ぶ機会を提供する。つむぐ WRAPは、偶数月に年６回実施する。WRAP（元気

回復行動プラン）を「いい感じの自分でいるための手がかり」として扱い、参加

者が経験や工夫を持ち寄りながら、自分らしい暮らしや回復について学び合う場

とする。また、WRAPファシリテーターが継続的に実践経験を積む機会として位置

づける。ピアサポーター講座は、オンライン２回、対面２回の計４回実施する。

ピアサポート、リカバリー、経験の語り、関係性、倫理等について学ぶ機会とし、

精神疾患の経験がある人だけでなく、ピアサポートに関心のある支援者、地域住



  

民等も参加できる形で実施する。 

・日時 つむぐ WRAP 令和８年４月、６月、８月、１０月、１２月、令和９年２月に実施 

ピアサポーター講座 令和８年度中に４回実施 

・場所 横浜市内及びオンライン 

・従事者人員 ６人 

・受益対象者 精神的な困難や生きづらさを抱える人々、ピアサポートに関心のある人、

支援者、地域住民等 延べ約１００人 

・支出見込額 活動予算書に記載のとおり 

 

③ 調査・研究及び政策提言に関する事業 

・内容 共同意思決定（SDM）及び精神疾患の経験がある人の経験知に関する調査・研究に

取り組み、今後の実践や政策提言につながる基盤づくりを進める。外部助成金の

採択状況に応じて、研究者、実践家、精神疾患の経験がある人が協働し、経験知

の蓄積や SDMの実装に向けた調査研究を行う。また、地域交流事業及びピアサポ

ーター育成事業で得られた声や気づきを整理し、今後の政策提言に活かす。 

・日時 通年 

・場所 横浜市内及びオンライン 

・従事者人員 ６人 

・受益対象者 調査・研究協力者、精神的な困難や生きづらさを抱える人々、支援者、研

究者、関係機関等 延べ約２００人 

・支出見込額 活動予算書に記載のとおり 


